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　◎‐‐ ‐ ‐ によれば1）
　◎‐ ‐ ‐ ‐ になってきたのである2）。
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◎ 原著論文の挙示のあとに、_ ＝（出版年）訳者姓名（訳）「論文名」『誌名』（巻）号：ページ数 の順。
◎ 原論文のページ数が不明の場合は、省略できる。
例







◎ 文中でふれる場合、著者名［出版年］または 著者名［出版年：ページ数］ という形で示す。
◎ 翻訳の場合は、2種類の発行年を「＝（全角イコール）」でつなぐ。著者名については、姓のみを示すこと
を基本とし、同一の姓のものがある場合に限り姓名の両方を表記する。
例
Beck［1986=1998］によれば、…
西川［2015:35］は…と論じているが、他方宮本［2017］の近著において…
⇒姓［出版年］本文…またはFamily name_［出版年］ 本文…とする。
◎引用して示す場合、前項の形式をそのまま括弧に入れた形で示す。
例
「…ではないだろうか」（内田［2015:110］）。
…という議論を展開している（Bauman［2000=2001:223］、田中［2010］、山崎編［2013］、MacIntyre
［1984:177=1993:206］）。
⇒引用文（姓［出版年］、_Family name_［出版年］）。とする。
